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定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されて
います。議会の概要、会議録（平成
24年3月以降の定例会・臨時会）、議
会だよりが掲載されています。

あなたも議会を
傍聴してみませんか？

議会のホームページを
ご覧ください

☎82－2101

http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/
をご覧ください。天栄村ホームページトップ 天栄村議会

内容は12ページ記事をご覧ください。

●令和元年６月定例会 …………P2～3
●２議員が一般質問………………P5～7
●鹿児島県の先進地を視察……… P9
●村議会・議員の活動 ……P10～11

主 な 内 容

表紙の写真
　健康保健センター（へるすぴあ）で行われている「なか
よしくらぶ」の一コマです。
　「なかよしくらぶ」では1歳6ヵ月～未就園児の親子ふれ
あいイベントが月に1度行われています。
　今回は大里
小学校のお兄
さんお姉さん
が授業の一環
で訪れ、小さな
子どもたちと
ふれあうこと
により、命の大
切さや思いや
りの心を学ん
でいきました。

　去る６月３日に開催された福島県町
村議会議長会定期総会において、「特
別功労者として２０年以上議会議員に
在職し、村自治の振興発展に尽くされ
た」として、熊田喜八議員、渡部勉議
員の２名に対し、福島県町村議会議長
会会長より表彰状と記念品が贈られ
ました。
　これらの表彰状は、６月定例会にお
いて廣瀬議長から各議員に伝達され
ました。

左から渡部議員・熊田議員

特別功労者表彰を
２名が受賞活動

の員議会議

［令和元年６月７日］
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号

6月定例会［会期］ 6月4日～１0日まで

　令和元年６月定例会では、条例改正や令和元年度一般会計補正
予算など１３件（諮問１件、報告２件を含む）が提出され、審議の結果、
全議案が承認・可決されました。
　また、本定例会で審議された６件の陳情の審査結果や措置、詳し
い内容については４ページに記載しておりますのでご覧ください。
　一般質問では、２名の議員が通学路の安全確保や天栄風力発電
所の譲渡などについて問いました。

この方を
推薦します

令和元年度一般会計補正予算を可決
人権擁護委員の推薦について答申

Pickup!! ［諮問第１号］ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

　人権擁護委員とは、人権相談を受けたり、人権の考えを広めるといった活動をし
ており、任期は３年となっています。委嘱に当たっては、市町村長が候補者を選び、
議会に意見を求めます。その意見を聞いたうえで法務局へ推薦し、検討した後に法
務大臣から委嘱されます。

Pickup!! ［議案第８号］ 工事請負契約の締結について

天栄村学校給食センター改築工事
契約金額４億１,５０３万円
　施設の老朽化に伴い、新たに建設される天栄村学校給食センター改築工事請負契約の締結について、地
方自治法及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により、議案が提出
され可決となりました。

可決

答申
適格適任と

給食センター建設予定地

推薦された大木喜寿さん
（大里南部）西小屋に設置された防犯カメラ

令和元年度一般会計補正予算と審議

・農業経営体育成支援事業補助金 .............................４２７.７万円
 （内容については議員質疑の欄を参照）農業支援

可決
Pickup!! ［議案第5号］ 令和元年度一般会計補正予算について

歳入歳出それぞれ４,９８６.３万円を追加
予算の総額を４６億９,５８６.３万円へ

補正の
主なもの

・防犯カメラ保守業務委託料（6基）....................................８１万円
・防犯カメラ賃借料（1基追加）...........................................１１.７万円
・防犯カメラ設置工事請負費............................................１００万円
 （防犯カメラを設置する柱の設置費用等）

防犯

・ため池底質除去処理事業委託料 ........................１，６３０.５万円
・ため池底質除去処理設計業務委託料 ....................３８２.６万円
 （ため池の除染にかかる委託料）

放射能対策

農地中間管理や農地集積を積極的に進めている事業などのポイント
制で、主に認定農家や農業法人等への補助金となっています。内容と
しては、基本的に農業機械購入で、補助率は機械購入費の半分です。

［産業課長］A

［服部議員］Q
農業経営体育成支援事業補助金４２７万円とあるが、内容は
どのようなものか。

議員質疑と答弁

6月定例会その他審議結果一覧表

議
　
　案

報
　告

事　件号 内　容 結果
ふくしま森林再生事業など4事業、3億1,532.8万円
で令和元年度への繰越額が確定平成30年度天栄村繰越明許費繰越しの報告について1 －

石綿セメント管更新事業について、令和元
年度への繰越額が1,498万円に確定平成30年度天栄村水道事業会計建設改良費繰越しの報告について2 －

介護保険法施行令改正に伴う保険料軽減強
化を図るための所要の改正専決処分の報告及び承認について2 承認

給食配送車 1台 858万円
いすゞ 自動車東北株式会社福島支社郡山支店財産の取得に関し議決を求めることについて9 原案可決

地方税法の改正に伴う所要の改正専決処分の報告及び承認について1 承認

関係法令の改正に伴う所要の改正天栄村税特別措置条例の一部を改正する条例の制定について3 原案可決
国民健康保険税の按分率等の改正天栄村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について4 原案可決
国道118号線改良工事に伴い、755.7万円
を追加補正令和元年度天栄村簡易水道事業特別会計補正予算について6 原案可決

小型動力ポンプ付積載車 1台 825万円
和田自動車株式会社財産の取得に関し議決を求めることについて10 原案可決

保険料の軽減に伴い、歳入予算の組み替え令和元年度天栄村介護保険特別会計補正予算について7 原案可決

村長

適格適任
ですね

議会
諮問

答申

指名競争入札方　法

４億１，５０３万円
（うち消費税等３，７７３万円）

金　額

須賀建設株式会社
代表取締役 須賀道雄

契約者

※表以外の議案については、Pickup!!をご覧ください。

譲渡予定の風車
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　令和元年６月定例会の一般質問は、６月４日に行われました。
　天栄村議会の一般質問は、答弁を除く議員の発言時間を４０分とした
一門一答式のスタイルをとっています。質問内容は抜粋となりますので、
興味のある方は会議録の閲覧もできます。

　今回受け付けた５件の陳情書と３月定例会で継続
審査となっていた１件の陳情書は、総務常任委員会
に付託となり、委員会での審査の結果を踏まえ、本定
例会において審議したところ２件が採択となりました。

通学路の安全確保は十分か1

道の駅「季の里天栄」の進捗状況について2

大須賀 渓仁 議員 P63番1

友好（姉妹）都市について1

天栄風力発電所の譲渡について2

小山 克彦 議員 P75番2

村
政
を

問
う

一般質問

採択
意見書を提出します。

継続審査
閉会中も継続して
審査を行います。

不採択

不採択となった理由を
提出者に通知します。

陳情２件を
採択

教職員の長時間過密労働の解
消に向けた意見書提出を求め
る陳情

地方財政の充実・強化を求める
意見書提出の陳情

教職員定数の抜本的な改善を行う
ことを求める意見書を提出

地方の実情を十分に把握し、小規
模自治体に配慮した財政措置がな
されるよう、意見書を提出

全国知事会の「米軍基地負担に
関する提言」の主旨に基づいて、
地方自治の根幹を脅かす日米
地位協定の見直しを国に求め
る意見書提出の陳情

辺野古新基地建設の即時中止
と、普天間基地の沖縄県外・国
外移転について、国民的議論に
より、民主主義及び憲法に基づ
き公正に解決するべきとする
意見書の採択を求める陳情（別
な団体から同じ陳情）

「ふくしま学力調査が児童・生徒や教職員の多
忙化に拍車をかける要因となっている」とは
早急な結論であり、現時点で村内の児童･生
徒への不利益になるとは判断できない。

「ふくしま学力調査」
中止の意見書提出を
求める陳情

不採択の理由

議会の
豆知識

　そもそも陳情ってなに？と感じている方も多いかと
思います。今回は陳情についてご説明します。
陳情とは？？
　陳情とは、国または地方公共団体の機関に対して意
見等を述べることを言います。しかし、陳情について
は、明確な法律上の規定がないため、取り扱いが議会
によって異なる場合があります。
何でも陳情できる？
　議長・議会運営委員会の判断により、意見書の提出

等を行わないものもあります。
例えば…
・法令等又は公序良俗に反するおそれのあるもの
・特定の個人の私生活についての秘密が明らかとな
るおそれのあるもの
・村職員に対する懲戒その他の処分又は訓戒その他
の人事的措置を求めるもの
・議会が意思表示するものではない、またはすべきで
はないと議会運営委員会が判断したもの
　これらの他にも陳情の取扱いには規定や要綱が定
められていることがありますので、全て陳情できる訳
ではありません。

陳　情
議会の
豆知識

　「議会」は、住民の皆さんに代わって村の行財政の
運営を監視する役割があります。

　一般質問は、その議会を構成する「議員」に与えら
れた権利です。村の事務の執行状況や村の将来への
考え方について報告や説明を村長に求めることがで
きます。村民のための適切な村政運営が図られてい
るか、質問を行うものです。
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一門一答式のスタイルをとっています。質問内容は抜粋となりますので、
興味のある方は会議録の閲覧もできます。

　今回受け付けた５件の陳情書と３月定例会で継続
審査となっていた１件の陳情書は、総務常任委員会
に付託となり、委員会での審査の結果を踏まえ、本定
例会において審議したところ２件が採択となりました。

通学路の安全確保は十分か1

道の駅「季の里天栄」の進捗状況について2

大須賀 渓仁 議員 P63番1

友好（姉妹）都市について1

天栄風力発電所の譲渡について2

小山 克彦 議員 P75番2

村
政
を

問
う

一般質問

採択
意見書を提出します。

継続審査
閉会中も継続して
審査を行います。

不採択

不採択となった理由を
提出者に通知します。

陳情２件を
採択

教職員の長時間過密労働の解
消に向けた意見書提出を求め
る陳情

地方財政の充実・強化を求める
意見書提出の陳情

教職員定数の抜本的な改善を行う
ことを求める意見書を提出

地方の実情を十分に把握し、小規
模自治体に配慮した財政措置がな
されるよう、意見書を提出

全国知事会の「米軍基地負担に
関する提言」の主旨に基づいて、
地方自治の根幹を脅かす日米
地位協定の見直しを国に求め
る意見書提出の陳情

辺野古新基地建設の即時中止
と、普天間基地の沖縄県外・国
外移転について、国民的議論に
より、民主主義及び憲法に基づ
き公正に解決するべきとする
意見書の採択を求める陳情（別
な団体から同じ陳情）

「ふくしま学力調査が児童・生徒や教職員の多
忙化に拍車をかける要因となっている」とは
早急な結論であり、現時点で村内の児童･生
徒への不利益になるとは判断できない。

「ふくしま学力調査」
中止の意見書提出を
求める陳情

不採択の理由

議会の
豆知識

　そもそも陳情ってなに？と感じている方も多いかと
思います。今回は陳情についてご説明します。
陳情とは？？
　陳情とは、国または地方公共団体の機関に対して意
見等を述べることを言います。しかし、陳情について
は、明確な法律上の規定がないため、取り扱いが議会
によって異なる場合があります。
何でも陳情できる？
　議長・議会運営委員会の判断により、意見書の提出

等を行わないものもあります。
例えば…
・法令等又は公序良俗に反するおそれのあるもの
・特定の個人の私生活についての秘密が明らかとな
るおそれのあるもの
・村職員に対する懲戒その他の処分又は訓戒その他
の人事的措置を求めるもの
・議会が意思表示するものではない、またはすべきで
はないと議会運営委員会が判断したもの
　これらの他にも陳情の取扱いには規定や要綱が定
められていることがありますので、全て陳情できる訳
ではありません。

陳　情
議会の
豆知識

　「議会」は、住民の皆さんに代わって村の行財政の
運営を監視する役割があります。

　一般質問は、その議会を構成する「議員」に与えら
れた権利です。村の事務の執行状況や村の将来への
考え方について報告や説明を村長に求めることがで
きます。村民のための適切な村政運営が図られてい
るか、質問を行うものです。
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企
画
政
策
課
長

議 

員

議 

員

議 

員

議 

員
議 

員

議 

員

議 

員

議 

員
総
務
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

建
設
課
長

通
学
路
の
安
全

確
保
は
十
分
か

1議 

員

議 

員

　
歩
行
者
が
犠
牲
に
な
る
人
身
事

故
が
多
発
し
、予
測
で
き
な
い
悲
惨

な
事
件
も
発
生
し
て
い
る
。児
童・生

徒
へ
被
害
が
及
ぶ
の
を
危
惧
す
る
声

が
あ
る
が
、村
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

　
交
通
安
全・防
犯・防
災
の
三
観
点

か
ら
対
策
を
講
じ
る
事
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。「
天
栄
村
青
少
年

育
成
村
民
会
議
」に
お
い
て
は
、登
下

校
の
見
守
り
活
動
や
１
１
０
番
の
家

の
推
進
な
ど
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

「
天
栄
村
通
学
路
安
全
推
進
協
議

会
」で
は
、警
察・土
木
事
務
所・学
校

等
と
連
携
を
図
り
、通
学
路
の
安
全

点
検
を
実
施
し
、危
険
個
所
の
解
消

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、通
学
路
を

含
め
、行
政
区
か
ら
の
要
望・関
係
機

関
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、必
要

箇
所
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
通
学
路
に
つ
い
て
は
、路
側
線
の

引
き
直
し
や
側
溝
の
蓋
掛
け
を
行
い
、

歩
行
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
公
用
車
を
利
用
し
た
青
パ
ト
で
の

防
犯
活
動
と
地
域
の
見
守
り
を
強

化
し
、安
全・安
心
な
村
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　
公
園
整
備
や
建
物
等
の
増
設
の

計
画
が
あ
る
が
進
捗
状
況
と
今
後

の
見
通
し
を
伺
い
た
い
。

　
現
在
、用
地
造
成
工
事
の
着
手
に

向
け
て
、開
発
に
係
る
許
認
可
等
の

事
務
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、令

和
２
年
度
ま
で
に
造
成
工
事
の
完
了

を
目
指
し
ま
す
。公
園
の
森
林
整
備

に
つ
い
て
は
、令
和
２
年
度
か
ら
整

備
の
着
手
を
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

新
し
い
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

補
助
金・交
付
金
等
、財
源
の
確
保

に
努
め
な
が
ら
令
和
２
年
度
以
降
に

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
や
来
村
す
る
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
道
の
駅
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

教
育
長

村 

長

　
交
流
人
口
の
拡
大
は
村
の
課
題
で
、友

好
都
市
締
結
は
村
の
活
性
化
の
選
択
肢
の一

つ
と
考
え
る
が
、村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
就
任
以
来
必
要
性
を
感
じ
、交
流
の
あ

る
都
市
部
の
首
長
に
友
好
都
市
の
交
渉

を
し
ま
し
た
が
、合
意
を
得
ら
れ
て
い
な

い
状
況
で
す
。村
と
し
て
も
締
結
を
前
向

き
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
友
好
都
市
締
結
の
効
果
は
。

　
特
産
品
の
販
路
拡
大
、宿
泊
の
活
性
化
、

交
流
に
よ
る
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
充

実
、さ
ら
に
は
災
害
時
の
相
互
支
援
な
ど

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
後
の
進
め
方
は
。

　
都
市
と
複
数
の
自
治
体
と
の
中
で
災

害
協
定
を
結
び
、そ
の
後
友
好
関
係
を
築

い
て
い
き
た
い
。ま
た
海
外
で
は
玉
川
村

が
台
湾
と
友
好
都
市
協
定
を
結
び
、わ
が

村
に
も
引
き
合
い
が
あ
り
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
も
期
待
で
き
る
の
で
、交
渉
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
天
栄
風
力
発
電
所
の
譲
渡
の
内
容
と
進

捗
状
況
、譲
渡
後
の
新
発
電
所
の
計
画
と
譲

渡
を
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
天
栄
風
力
発
電
所
は
稼
働
か
ら
１
８
年

が
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
い
。当
該
施
設

を
無
償
で
譲
渡
し
た
後
、企
業
が
風
車
４

基
を
撤
去
、新
た
に
２
基
の
風
車
を
建
設

し
、電
気
設
備
や
変
圧
器
等
の
既
存
の
設

備
を
利
活
用
し
て
発
電
事
業
を
行
う
も

の
で
す
。

　
今
年
２
月
に
引
き
渡
し
に
か
か
る
協
定

を
締
結
、企
業
が
風
況
調
査
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。来
年
３
月
ま
で
に
経
済

産
業
大
臣
に
発
電
事
業
廃
止
届
を
提
出

し
、議
会
の
財
産
処
分
の
議
決
を
得
た
上

で
、譲
渡
契
約
を
締
結
し
、譲
渡
に
至
る

予
定
で
す
。

　
決
断
の
理
由
は
、耐
用
年
数
が
経
過
し

増
大
す
る
今
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
と

最
終
的
な
撤
去
費
用
を
節
約
で
き
る
こ

と
。ま
た
村
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
風
力
発
電
所
が
形
を
変
え
て

運
転
さ
れ
る
こ
と
が
、村
民
に
と
っ
て
望

ま
し
い
事
と
判
断
し
た
次
第
で
す
。

　
買
い
取
り
会
社
に
つ
い
て
。

　
社
名
は
三
井
物
産
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

㈱
。事
業
内
容
は
老
朽
化
し
た
風
車
を
経

済
産
業
省
の
新
シ
ス
テ
ム※

を
利
用
し
、

新
た
な
発
電
機
に
置
き
換
え
風
力
発
電

を
行
う
も
の
で
す
。

　
新
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
れ
ば
電
力
固

定
価
格
買
取
り
は
継
続
さ
れ
る
の
か
。ま

た
、新
シ
ス
テ
ム
利
用
で
の
価
格
保
証
は
。

　
今
の
固
定
価
格
買
取
り
制
度
は
あ
と

２
年
で
終
了
し
ま
す
が
、こ
の
制
度
を
利

用
す
れ
ば
継
続
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、認
定
さ
れ
れ
ば
20
年
間
続
く
と
の

こ
と
。

　
村
が
新
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
運
営

す
れ
ば
い
い
の
で
は
。

　
認
め
ら
れ
る
が
そ
の
場
合
、撤
去
費
用

の
負
担
、建
設
費（
１
基
約
20
億
円
）の
補

助
金
を
得
ら
れ
な
い
な
ど
採
算
が
と
れ

る
か
ど
う
か
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
現
発
電
所
の
18
年
間
の
収
支
の
集
計
は
。

（
建
設
費
、売
上
、経
費
、本
年
度
基
金
残

高
、本
年
度
繰
越
金
な
ど
を
説
明
。別
表

参
照
。）

　
村
営
で
現
発
電
機
の
ま
ま
続
け
て
運

転
し
た
場
合
の
試
算
は
。

　
詳
細
な
試
算
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

延
命
を
考
え
た
場
合
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

の
増
大
、大
規
模
修
繕
、倒
壊
の
危
険
、撤

去
費
用
の
負
担
、借
地
の
原
形
復
帰
費
用

な
ど
、か
な
り
の
費
用
負
担
が
考
え
ら
れ

ま
す
。ま
た
今
の
買
取
り
価
格
制
度
は
令

和
３
年
で
終
了
し
売
電
価
格
も
保
証
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
も
う
少
し
試
算
の
数
字
な
ど
を
提
示

す
る
べ
き
と
思
う
が
、村
長
は
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
新
シ
ス
テ
ム
発
表
後
、数
社
か
ら
引
き

合
い
が
あ
り
様
々
な
条
件
提
示
が
あ
り

ま
し
た
。そ
の
中
で
こ
の
会
社
は一番
条
件

が
良
く
、総
合
的
な
判
断
で
決
定
し
た
次

第
で
す
。今
後
は
村
民
の
理
解
を
得
る
べ

く
専
門
機
関
な
ど
に
相
談
し
、数
字
な
ど

を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

友
好（
姉
妹
）都
市

に
つ
い
て

1

天
栄
風
力
発
電
所
の

譲
渡
に
つ
い
て

2

議 

員
村 

長

議 

員
村 

長

有効幅員を広げる工事を行った児渡滝田線

大
須
賀 

渓
仁 

議
員

3番

道
の
駅

「
季
の
里
天
栄
」の

進
捗
状
況
は

2

村
政
を
問
う

一
般
質
問

村 

長
村 

長

村 

長

村
政
を
問
う

一
般
質
問

小
山 

克
彦 

議
員

5番

※

新
シ
ス
テ
ム

経
産
省
が「
電
力
固
定
価
格
買
取
制
度
に
お
け
る
リ

プ
レ
ー
ス
」と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
継
続
的

な
拡
大
の
観
点
か
ら
、新
設
と
比
べ
周
辺
機
器
の
再

利
用
の
事
業
コ
ス
ト
の
低
さ
を
踏
ま
え
、新
た
な
買
取

価
格
区
分
が
創
設
さ
れ
る
も
の
。

天栄風力発電所の収支
［建設当初（平成10年度）から平成30年度まで］

① 建設工事補助金
建設工事村負担分
（一般会計繰入金）

500,929

③ 売電収入 1,228,645

⑤ 基金利子 642
⑥ 雑収入 34,207

計 2,346,879

② 573,431

損害保険金
（故障した時の保険代）④ 9,025

収入
Ⅰ 総建設工事費 1,074,360
Ⅱ 維持経費 827,181

Ⅳ 基金積立金 287,788
Ⅴ 繰越金 9,155

計 2,346,879

一般会計繰出金
（H12-H19）Ⅲ 148,395

支出 単位：千円

は建設に要した経費

別表
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員
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長

産
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長

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

建
設
課
長

通
学
路
の
安
全

確
保
は
十
分
か

1議 

員

議 

員

　
歩
行
者
が
犠
牲
に
な
る
人
身
事

故
が
多
発
し
、予
測
で
き
な
い
悲
惨

な
事
件
も
発
生
し
て
い
る
。児
童・生

徒
へ
被
害
が
及
ぶ
の
を
危
惧
す
る
声

が
あ
る
が
、村
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

　
交
通
安
全・防
犯・防
災
の
三
観
点

か
ら
対
策
を
講
じ
る
事
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。「
天
栄
村
青
少
年

育
成
村
民
会
議
」に
お
い
て
は
、登
下

校
の
見
守
り
活
動
や
１
１
０
番
の
家

の
推
進
な
ど
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

「
天
栄
村
通
学
路
安
全
推
進
協
議

会
」で
は
、警
察・土
木
事
務
所・学
校

等
と
連
携
を
図
り
、通
学
路
の
安
全

点
検
を
実
施
し
、危
険
個
所
の
解
消

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、通
学
路
を

含
め
、行
政
区
か
ら
の
要
望・関
係
機

関
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、必
要

箇
所
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
通
学
路
に
つ
い
て
は
、路
側
線
の

引
き
直
し
や
側
溝
の
蓋
掛
け
を
行
い
、

歩
行
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
公
用
車
を
利
用
し
た
青
パ
ト
で
の

防
犯
活
動
と
地
域
の
見
守
り
を
強

化
し
、安
全・安
心
な
村
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　
公
園
整
備
や
建
物
等
の
増
設
の

計
画
が
あ
る
が
進
捗
状
況
と
今
後

の
見
通
し
を
伺
い
た
い
。

　
現
在
、用
地
造
成
工
事
の
着
手
に

向
け
て
、開
発
に
係
る
許
認
可
等
の

事
務
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、令

和
２
年
度
ま
で
に
造
成
工
事
の
完
了

を
目
指
し
ま
す
。公
園
の
森
林
整
備

に
つ
い
て
は
、令
和
２
年
度
か
ら
整

備
の
着
手
を
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

新
し
い
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

補
助
金・交
付
金
等
、財
源
の
確
保

に
努
め
な
が
ら
令
和
２
年
度
以
降
に

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
や
来
村
す
る
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
道
の
駅
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

教
育
長

村 

長

　
交
流
人
口
の
拡
大
は
村
の
課
題
で
、友

好
都
市
締
結
は
村
の
活
性
化
の
選
択
肢
の一

つ
と
考
え
る
が
、村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
就
任
以
来
必
要
性
を
感
じ
、交
流
の
あ

る
都
市
部
の
首
長
に
友
好
都
市
の
交
渉

を
し
ま
し
た
が
、合
意
を
得
ら
れ
て
い
な

い
状
況
で
す
。村
と
し
て
も
締
結
を
前
向

き
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
友
好
都
市
締
結
の
効
果
は
。

　
特
産
品
の
販
路
拡
大
、宿
泊
の
活
性
化
、

交
流
に
よ
る
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
充

実
、さ
ら
に
は
災
害
時
の
相
互
支
援
な
ど

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
後
の
進
め
方
は
。

　
都
市
と
複
数
の
自
治
体
と
の
中
で
災

害
協
定
を
結
び
、そ
の
後
友
好
関
係
を
築

い
て
い
き
た
い
。ま
た
海
外
で
は
玉
川
村

が
台
湾
と
友
好
都
市
協
定
を
結
び
、わ
が

村
に
も
引
き
合
い
が
あ
り
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
も
期
待
で
き
る
の
で
、交
渉
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
天
栄
風
力
発
電
所
の
譲
渡
の
内
容
と
進

捗
状
況
、譲
渡
後
の
新
発
電
所
の
計
画
と
譲

渡
を
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
天
栄
風
力
発
電
所
は
稼
働
か
ら
１
８
年

が
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
い
。当
該
施
設

を
無
償
で
譲
渡
し
た
後
、企
業
が
風
車
４

基
を
撤
去
、新
た
に
２
基
の
風
車
を
建
設

し
、電
気
設
備
や
変
圧
器
等
の
既
存
の
設

備
を
利
活
用
し
て
発
電
事
業
を
行
う
も

の
で
す
。

　
今
年
２
月
に
引
き
渡
し
に
か
か
る
協
定

を
締
結
、企
業
が
風
況
調
査
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。来
年
３
月
ま
で
に
経
済

産
業
大
臣
に
発
電
事
業
廃
止
届
を
提
出

し
、議
会
の
財
産
処
分
の
議
決
を
得
た
上

で
、譲
渡
契
約
を
締
結
し
、譲
渡
に
至
る

予
定
で
す
。

　
決
断
の
理
由
は
、耐
用
年
数
が
経
過
し

増
大
す
る
今
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
と

最
終
的
な
撤
去
費
用
を
節
約
で
き
る
こ

と
。ま
た
村
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
風
力
発
電
所
が
形
を
変
え
て

運
転
さ
れ
る
こ
と
が
、村
民
に
と
っ
て
望

ま
し
い
事
と
判
断
し
た
次
第
で
す
。

　
買
い
取
り
会
社
に
つ
い
て
。

　
社
名
は
三
井
物
産
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

㈱
。事
業
内
容
は
老
朽
化
し
た
風
車
を
経

済
産
業
省
の
新
シ
ス
テ
ム※

を
利
用
し
、

新
た
な
発
電
機
に
置
き
換
え
風
力
発
電

を
行
う
も
の
で
す
。

　
新
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
れ
ば
電
力
固

定
価
格
買
取
り
は
継
続
さ
れ
る
の
か
。ま

た
、新
シ
ス
テ
ム
利
用
で
の
価
格
保
証
は
。

　
今
の
固
定
価
格
買
取
り
制
度
は
あ
と

２
年
で
終
了
し
ま
す
が
、こ
の
制
度
を
利

用
す
れ
ば
継
続
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、認
定
さ
れ
れ
ば
20
年
間
続
く
と
の

こ
と
。

　
村
が
新
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
運
営

す
れ
ば
い
い
の
で
は
。

　
認
め
ら
れ
る
が
そ
の
場
合
、撤
去
費
用

の
負
担
、建
設
費（
１
基
約
20
億
円
）の
補

助
金
を
得
ら
れ
な
い
な
ど
採
算
が
と
れ

る
か
ど
う
か
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
現
発
電
所
の
18
年
間
の
収
支
の
集
計
は
。

（
建
設
費
、売
上
、経
費
、本
年
度
基
金
残

高
、本
年
度
繰
越
金
な
ど
を
説
明
。別
表

参
照
。）

　
村
営
で
現
発
電
機
の
ま
ま
続
け
て
運

転
し
た
場
合
の
試
算
は
。
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い
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せ
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、

延
命
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、メ
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テ
ナ
ン
ス
費

の
増
大
、大
規
模
修
繕
、倒
壊
の
危
険
、撤

去
費
用
の
負
担
、借
地
の
原
形
復
帰
費
用

な
ど
、か
な
り
の
費
用
負
担
が
考
え
ら
れ

ま
す
。ま
た
今
の
買
取
り
価
格
制
度
は
令

和
３
年
で
終
了
し
売
電
価
格
も
保
証
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
も
う
少
し
試
算
の
数
字
な
ど
を
提
示

す
る
べ
き
と
思
う
が
、村
長
は
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
新
シ
ス
テ
ム
発
表
後
、数
社
か
ら
引
き

合
い
が
あ
り
様
々
な
条
件
提
示
が
あ
り

ま
し
た
。そ
の
中
で
こ
の
会
社
は一番
条
件

が
良
く
、総
合
的
な
判
断
で
決
定
し
た
次

第
で
す
。今
後
は
村
民
の
理
解
を
得
る
べ

く
専
門
機
関
な
ど
に
相
談
し
、数
字
な
ど

を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

友
好（
姉
妹
）都
市

に
つ
い
て

1

天
栄
風
力
発
電
所
の

譲
渡
に
つ
い
て

2

議 

員
村 

長

議 

員
村 

長

有効幅員を広げる工事を行った児渡滝田線

大
須
賀 

渓
仁 

議
員

3番

道
の
駅

「
季
の
里
天
栄
」の

進
捗
状
況
は

2

村
政
を
問
う

一
般
質
問

村 

長
村 

長

村 

長

村
政
を
問
う

一
般
質
問

小
山 

克
彦 

議
員

5番

※

新
シ
ス
テ
ム

経
産
省
が「
電
力
固
定
価
格
買
取
制
度
に
お
け
る
リ

プ
レ
ー
ス
」と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
継
続
的

な
拡
大
の
観
点
か
ら
、新
設
と
比
べ
周
辺
機
器
の
再

利
用
の
事
業
コ
ス
ト
の
低
さ
を
踏
ま
え
、新
た
な
買
取

価
格
区
分
が
創
設
さ
れ
る
も
の
。

天栄風力発電所の収支
［建設当初（平成10年度）から平成30年度まで］

① 建設工事補助金
建設工事村負担分
（一般会計繰入金）

500,929

③ 売電収入 1,228,645

⑤ 基金利子 642
⑥ 雑収入 34,207

計 2,346,879

② 573,431

損害保険金
（故障した時の保険代）④ 9,025

収入
Ⅰ 総建設工事費 1,074,360
Ⅱ 維持経費 827,181

Ⅳ 基金積立金 287,788
Ⅴ 繰越金 9,155

計 2,346,879

一般会計繰出金
（H12-H19）Ⅲ 148,395

支出 単位：千円

は建設に要した経費

別表
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　6月25日～27日、総務常任委員会（委員長:熊田喜八）と産業建設常
任員会（委員長:大須賀渓仁）が鹿児島県鹿児島市・曽於市での行政調
査を行いました。

行政
調査

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つい
て

総
務
常
任
委
員
会

　
小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴

い
、来
年
度
か
ら
小
学
校
で「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
で
は
、来
年
度
か
ら
の
実

施
に
対
し
て
、子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う

に
教
え
た
ら
い
い
の
か
、ま
だ
模
索
中
の

先
生
方
を
対
象
に
、独
自
に「
研
修
パ
ッ

ク
」を
作
成
し
、先
生
方
の
資
質
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、鹿
児
島
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
、鹿
児
島
県
の

学
力
の
状
況
と
、実
施
に
む
け
て
の
方
策

を
調
査
し
、ま
た
同
時
に
、子
ど
も
達
が

こ
れ
か
ら
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
や
教
材

を
使
っ
て
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
体

験
を
し
て
来
ま
し
た
。

プログラミングを実際に体験

道の駅すえよし四季彩市場前

曽於市商工観光課より説明を受ける

鹿児島県総合教育センター前

道
の
駅
に
お
け
る
地
元
食
材
の
利
用
と

雇
用
の
創
出
に
つい
て

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
鹿
児
島
県
の
北
東
部
の
曽
於
市
で
は
、

市
内
に
三
つ
の
道
の
駅
を
有
し
て
お
り
、

中
で
も「
道
の
駅
す
え
よ
し
」で
は
、昼
食

時
に
、地
元
の
食
材
を
使
っ
た
、約
五
十

種
類
の
お
惣
菜
を
提
供
す
る「
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
」が
絶
大
な
人
気
を
得
て

い
ま
す
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、こ
の

「
道
の
駅
す
え
よ
し
」に
実
際
に
赴
き
、市

議
会
議
長
や
、市
商
工
観
光
課
長
、ま
た

「
道
の
駅
す
え
よ
し
」を
運
営
し
て
い
る
、

（
株
）メ
セ
ナ
末
吉
の
社
長
や
駅
長
に
経

営
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、実
際
に
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
い
る
観
光
客
に
話
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、鹿
児
島
県
内
の
ほ
か
、

熊
本
県
や
大
分
県
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
こ

の
食
事
を
楽
し
み
に
来
て
い
る
人
も

い
て
、人
気
の
高
さ
を
窺
え
ま
し
た
。

　
昨
年
着
工
し
た
、（
仮
称
）鳳
坂

ト
ン
ネ
ル
工
事
が
着
々
と
進
ん
で

お
り
ま
す
が
、そ
の
進
捗
状
況
と

工
事
の
内
容
を
調
査
す
る
た
め
、

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、現
地
事

務
所
及
び
ト
ン
ネ
ル
内
部
に
入
り

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
は
、全
長
２
，５
８
３ｍ

で
、現
在
３
０
０ｍ
過
ぎ
を
掘
削
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、作
業
は
昼
夜
２
交
代
体

制
で
行
っ
て
お
り
、日
中
は
、破

砕
し
た
岩
盤
等
を
中
郷
地
区
に

設
置
し
て
い
る
残
土
置
場
ま
で

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
使
っ
て
搬

出
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、夜
間

は
、ト
ン
ネ
ル
内
の
掘
削
作
業

の
み
を
行
っ
て
お
り
、搬
出
は
行

っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
工
事
は
ほ
ぼ
予
定
通
り
進
ん

で
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら一層
堅

い
岩
盤
の
場
所
を
掘
削
し
て
い

く
た
め
、作
業
中
の
事
故
等
が

な
い
よ
う
、工
事
責
任
者
に
要

請
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
併
せ
て
、中
郷
地
区
に

設
置
し
て
あ
る
、残
土
置
場
も

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
約
３・５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に

約
21
万
㎥
も
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土

を
運
ぶ
予
定
で
、地
権
者
の
協
力

に
衷
心
よ
り
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

現場事務所で湯本寿大学の皆さんと説明を受ける

トンネル入口から約200m付近で掘削工事を視察

ト
ン
ネ
ル
内
部
を
視
察
全
員
協
議
会

（
仮
称
）鳳
坂
ト
ン
ネ
ル
工
事
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常
任
委
員
会
で
は
、こ
の

「
道
の
駅
す
え
よ
し
」に
実
際
に
赴
き
、市

議
会
議
長
や
、市
商
工
観
光
課
長
、ま
た

「
道
の
駅
す
え
よ
し
」を
運
営
し
て
い
る
、

（
株
）メ
セ
ナ
末
吉
の
社
長
や
駅
長
に
経

営
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、実
際
に
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
い
る
観
光
客
に
話
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、鹿
児
島
県
内
の
ほ
か
、

熊
本
県
や
大
分
県
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
こ

の
食
事
を
楽
し
み
に
来
て
い
る
人
も

い
て
、人
気
の
高
さ
を
窺
え
ま
し
た
。

　
昨
年
着
工
し
た
、（
仮
称
）鳳
坂

ト
ン
ネ
ル
工
事
が
着
々
と
進
ん
で

お
り
ま
す
が
、そ
の
進
捗
状
況
と

工
事
の
内
容
を
調
査
す
る
た
め
、

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、現
地
事

務
所
及
び
ト
ン
ネ
ル
内
部
に
入
り

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
は
、全
長
２
，５
８
３ｍ

で
、現
在
３
０
０ｍ
過
ぎ
を
掘
削
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、作
業
は
昼
夜
２
交
代
体

制
で
行
っ
て
お
り
、日
中
は
、破

砕
し
た
岩
盤
等
を
中
郷
地
区
に

設
置
し
て
い
る
残
土
置
場
ま
で

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
使
っ
て
搬

出
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、夜
間

は
、ト
ン
ネ
ル
内
の
掘
削
作
業

の
み
を
行
っ
て
お
り
、搬
出
は
行

っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
工
事
は
ほ
ぼ
予
定
通
り
進
ん

で
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら一層
堅

い
岩
盤
の
場
所
を
掘
削
し
て
い

く
た
め
、作
業
中
の
事
故
等
が

な
い
よ
う
、工
事
責
任
者
に
要

請
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
併
せ
て
、中
郷
地
区
に

設
置
し
て
あ
る
、残
土
置
場
も

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
約
３・５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に

約
21
万
㎥
も
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土

を
運
ぶ
予
定
で
、地
権
者
の
協
力

に
衷
心
よ
り
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

現場事務所で湯本寿大学の皆さんと説明を受ける

トンネル入口から約200m付近で掘削工事を視察

ト
ン
ネ
ル
内
部
を
視
察
全
員
協
議
会

（
仮
称
）鳳
坂
ト
ン
ネ
ル
工
事
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活動村議会 議員の

議会活動が伝わる広報紙へ
　県町村議会議長会が主催する町村議会広報研修会が郡
山市のビッグパレットふくしまにて開催され、議会広報常任
委員４名が参加しました。
　研修会では「議会活動が伝わり住民に役立つ効果のある
『議会だより』の編集」と題し、広報コンサルタントの芳野政明
氏による研修が行われました。後半には、県内町村議会だより
のクリニックが行われ、改善点やアドバイスなどがあり、研修
の内容を参考にしつつ、親しまれる広報紙を目指して参ります。

議会広報常任委員会

研修会に参集した町村議員

▶町村議会広報研修会／令和元年5月22日道路整備の促進について決議
　会津若松天栄間道路促進期成同盟会の総会が、羽
鳥湖高原交流促進センターにて開催されました。本期
成同盟会は、会津若松市と天栄村を結ぶ市道及び村
道のほか、県道の道路整備について、要望活動を行っ
ています。要望事項には、村道黒沢線や県道の未整備
区間の早期整備等の内容が含まれています。
　総会には、廣瀬議長、産業建設常任委員（大須賀委
員長・小山副委員長・渡部委員・北畠委員・後藤委員）
が出席し、交付金の拡大や整備促進について話し合
いました。

産業建設常任委員会▶会津若松天栄間道路促進期成同盟会総会／令和元年7月4日
会長挨拶を述べる廣瀬議長

楽しく歌う会員の皆さん

決議案を読み上げる大須賀産建委員長

改築工事の安全を願う
総務常任委員会▶学校給食センター起工式／令和元年6月21日

玉串奉奠の様子

令和元年度事業計画を決定
　岩瀬地方町村議会議員協議会は、天栄村及び鏡石町の議
会議員で構成されており、合同での調査研究や講演会を開
催し、岩瀬管内での様々な課題等を協議し、また、情報交換
を行っています。
　５月１０日（金）に、令和元年度の総会を生涯学習センターに
て、多数のご来賓のもと、開催しました。会議では、平成３０年
度の事業報告や収支決算並びに令和元年度の事業計画や収
支予算案を審議し、原案どおり承認・可決しました。また、役
員改選では、２年間の任期を満了した廣瀬天栄村議会議長か
ら渡辺鏡石町議会議長へ会長職が改選されました。

▶岩瀬地方町村議会議員協議会総会／令和元年5月10日

要望を提案する廣瀬議長

国道１１８号並びに２９４号の改良整備促進を決議
　福島県町村議会議長会の定期総会が６月３日（月）に福島
市杉妻会館において、県内の全ての町村議長が出席の中開
催されました。
　村上昭正会長（小野町議長）の挨拶の後、県内の優良町村
議会や特別功労者、自治功労者の表彰を行い、その後多数
のご来賓の祝辞を頂戴しました。
　また議事では、廣瀬議長から天栄村関連議題の一般国道
１１８号並びに２９４号の改良整備促進についての提案がなさ
れ、全会一致で採択されました。
　今後、県町村議会議長会は、この採択された提案をもとに、
関係機関に要望活動を実施していき、県内各地の課題の解
決に努めて参ります。

▶福島県町村議会議長会定期総会／令和元年6月3日

「令和」初めての意見交換
　東京グリーンパレスにおいて、令和となって最初の
関東地方天栄村人会総会が行われました。
　総会では、廣瀬議長が議会を代表して挨拶し、（仮
称）鳳坂トンネルの進捗状況や全国新酒鑑評会にお
いて、「廣戸川」の松崎酒店が８年連続、「寿々乃井」の
寿々乃井酒造店が初の金賞を受賞し、めでたくダブ
ル受賞したことなどを報告しました。
　会員の方々からの貴重な意見を伺うことができま
した。

▶関東地方天栄村人会総会／令和元年7月14日

　天栄中学校プール南側で天栄村学校給食センター
改築工事の起工式が行われ、議会より廣瀬議長、後藤
副議長、総務常任委員（熊田委員長・円谷副委員長・揚
妻委員・服部委員）が出席しました。
　起工式では、刈り初め・穿初めの儀などが行われ、廣
瀬議長が議会を代表し、玉串奉奠を行いました。
※玉串奉奠：玉串を祭壇に捧げる儀礼のこと。玉串とは榊の枝に紙
垂（特殊な断ち方をして折った紙）をつけたもの。

か        そ うがち ぞ

たま ぐしほうてん



天栄村議会だより
No.14710天栄村議会だより

No.14711

活動村議会 議員の

議会活動が伝わる広報紙へ
　県町村議会議長会が主催する町村議会広報研修会が郡
山市のビッグパレットふくしまにて開催され、議会広報常任
委員４名が参加しました。
　研修会では「議会活動が伝わり住民に役立つ効果のある
『議会だより』の編集」と題し、広報コンサルタントの芳野政明
氏による研修が行われました。後半には、県内町村議会だより
のクリニックが行われ、改善点やアドバイスなどがあり、研修
の内容を参考にしつつ、親しまれる広報紙を目指して参ります。

議会広報常任委員会

研修会に参集した町村議員

▶町村議会広報研修会／令和元年5月22日道路整備の促進について決議
　会津若松天栄間道路促進期成同盟会の総会が、羽
鳥湖高原交流促進センターにて開催されました。本期
成同盟会は、会津若松市と天栄村を結ぶ市道及び村
道のほか、県道の道路整備について、要望活動を行っ
ています。要望事項には、村道黒沢線や県道の未整備
区間の早期整備等の内容が含まれています。
　総会には、廣瀬議長、産業建設常任委員（大須賀委
員長・小山副委員長・渡部委員・北畠委員・後藤委員）
が出席し、交付金の拡大や整備促進について話し合
いました。

産業建設常任委員会▶会津若松天栄間道路促進期成同盟会総会／令和元年7月4日
会長挨拶を述べる廣瀬議長

楽しく歌う会員の皆さん

決議案を読み上げる大須賀産建委員長

改築工事の安全を願う
総務常任委員会▶学校給食センター起工式／令和元年6月21日

玉串奉奠の様子

令和元年度事業計画を決定
　岩瀬地方町村議会議員協議会は、天栄村及び鏡石町の議
会議員で構成されており、合同での調査研究や講演会を開
催し、岩瀬管内での様々な課題等を協議し、また、情報交換
を行っています。
　５月１０日（金）に、令和元年度の総会を生涯学習センターに
て、多数のご来賓のもと、開催しました。会議では、平成３０年
度の事業報告や収支決算並びに令和元年度の事業計画や収
支予算案を審議し、原案どおり承認・可決しました。また、役
員改選では、２年間の任期を満了した廣瀬天栄村議会議長か
ら渡辺鏡石町議会議長へ会長職が改選されました。

▶岩瀬地方町村議会議員協議会総会／令和元年5月10日

要望を提案する廣瀬議長

国道１１８号並びに２９４号の改良整備促進を決議
　福島県町村議会議長会の定期総会が６月３日（月）に福島
市杉妻会館において、県内の全ての町村議長が出席の中開
催されました。
　村上昭正会長（小野町議長）の挨拶の後、県内の優良町村
議会や特別功労者、自治功労者の表彰を行い、その後多数
のご来賓の祝辞を頂戴しました。
　また議事では、廣瀬議長から天栄村関連議題の一般国道
１１８号並びに２９４号の改良整備促進についての提案がなさ
れ、全会一致で採択されました。
　今後、県町村議会議長会は、この採択された提案をもとに、
関係機関に要望活動を実施していき、県内各地の課題の解
決に努めて参ります。

▶福島県町村議会議長会定期総会／令和元年6月3日

「令和」初めての意見交換
　東京グリーンパレスにおいて、令和となって最初の
関東地方天栄村人会総会が行われました。
　総会では、廣瀬議長が議会を代表して挨拶し、（仮
称）鳳坂トンネルの進捗状況や全国新酒鑑評会にお
いて、「廣戸川」の松崎酒店が８年連続、「寿々乃井」の
寿々乃井酒造店が初の金賞を受賞し、めでたくダブ
ル受賞したことなどを報告しました。
　会員の方々からの貴重な意見を伺うことができま
した。

▶関東地方天栄村人会総会／令和元年7月14日

　天栄中学校プール南側で天栄村学校給食センター
改築工事の起工式が行われ、議会より廣瀬議長、後藤
副議長、総務常任委員（熊田委員長・円谷副委員長・揚
妻委員・服部委員）が出席しました。
　起工式では、刈り初め・穿初めの儀などが行われ、廣
瀬議長が議会を代表し、玉串奉奠を行いました。
※玉串奉奠：玉串を祭壇に捧げる儀礼のこと。玉串とは榊の枝に紙
垂（特殊な断ち方をして折った紙）をつけたもの。

か        そ うがち ぞ

たま ぐしほうてん
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今
年
度
の
稲
の
生
育
も
順
調
に
進

み
、青
々
と
繁
茂
し
た
水
田
を
見
ま
す

と
、稔
り
の
秋
が
と
て
も
待
ち
遠
し
い
限

り
で
す
。

　
５
月
１
日
よ
り
元
号
が
令
和
と
な

り
、新
た
な
時
代
の
ス
タ
ー
ト
を
村
政
発

展
の
契
機
と
す
る
た
め
、我
々
議
会
も
よ

り
一
層
精
進
し
て
い
く
思
い
で
す
。広
報

委
員
会
も
新
し
い
発
想
で
紙
面
作
り
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されて
います。議会の概要、会議録（平成
24年3月以降の定例会・臨時会）、議
会だよりが掲載されています。

あなたも議会を
傍聴してみませんか？

議会のホームページを
ご覧ください

☎82－2101

http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/
をご覧ください。天栄村ホームページトップ 天栄村議会

内容は12ページ記事をご覧ください。

●令和元年６月定例会 …………P2～3
●２議員が一般質問………………P5～7
●鹿児島県の先進地を視察……… P9
●村議会・議員の活動 ……P10～11

主 な 内 容

表紙の写真
　健康保健センター（へるすぴあ）で行われている「なか
よしくらぶ」の一コマです。
　「なかよしくらぶ」では1歳6ヵ月～未就園児の親子ふれ
あいイベントが月に1度行われています。
　今回は大里
小学校のお兄
さんお姉さん
が授業の一環
で訪れ、小さな
子どもたちと
ふれあうこと
により、命の大
切さや思いや
りの心を学ん
でいきました。

　去る６月３日に開催された福島県町
村議会議長会定期総会において、「特
別功労者として２０年以上議会議員に
在職し、村自治の振興発展に尽くされ
た」として、熊田喜八議員、渡部勉議
員の２名に対し、福島県町村議会議長
会会長より表彰状と記念品が贈られ
ました。
　これらの表彰状は、６月定例会にお
いて廣瀬議長から各議員に伝達され
ました。

左から渡部議員・熊田議員

特別功労者表彰を
２名が受賞活動

の員議会議

［令和元年６月７日］


